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寒冷地における榛効性窒素肥料の利用に関する研究
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衰2　区の構成及び耕種概要〔小麦（その2）〕
1　は　じ　め　に

近年，尿素を被覆した緩効性肥料（以下LPとする）が

市販され．その使用方法が各作物で検討されている。この

肥料は従来の綬効性肥料と異なり，土壌温度によって溶出

するもので，土壌pH，水分状態には影響されない○その

ため，窒素の溶出が安定しており，長期間その肥効を発揮

することができる。このような特徴を利用した結果，畑作

物の追肥作業の省力化を可能とし，現場での追肥適期把握

を必要とせずに，元肥十本で従来の収量水準並，又はそれ

以上を得る可能性があることがわかった。今回は畑作物の

うち麦，大豆について検討した結果を報告する。

2　■試　験　方　法

11）小麦に対するLP入り肥料の追肥省略及び多収効果

（その1）

1）試験場所及び年次　岩手農試県南分場　昭和56，58

年

2）土壌条件　褐色低地土（江刺統）

3）供試品種　ハチマンコムギ（昭和56年）

ナンブコムギ（昭和58年）

蓑1区の構成及び耕種概要〔小麦（その1）〕

　　　 項 目

■ ・鵬 ・区

施 肥 量 （噸 ／ 10 a ）
耕　 種　 概　 要

N P 量0 5 K 20

Sも

日 照 犀 刈「 照 二　 区 4 ．0 ＋ 4 ．0 10 ．0 10 ．0 （標 ）※ 桟 橋 ：ly 13 （56．58 年 ）

Z　 L P 140 円 10 0 ％ 区 12 10．0 10 ．0
（晩 声 晩 播 ：lV 24

3 （晩 ）※ 対　 照　 区 4 ．0 ＋ 4．0

L

10．0 10 ．0 播 種 様 式 ：全 面 全 層 播

4　 L P l脚 日 100 ％ 区 10 ．0 10．0 播 種 蟻 ：10 噌 ／ 10a

追 肥 日 ：レ 21 （56 年 ）

58

5 （標 ） 対　 照　 区 4．8 十 4．0 16 ．2 12．0

6　 L P 40 日 4 5 1 区 8 ．8 18．0 1 2．0 ∽ （58 年 ）

（その2）

11試験場所及び年次　岩手農試本場　昭和57，58年

2）土壌条件　厚層腐植質黒ポク土（大津統）

3）供試品種　ナンブコムギ

（21大豆に対するLP入り肥料の利用による窒素肥効

目試験場所及び年次　岩手農試本場　昭和59年

＼ 1－、．＿　 項 目

年 次 ■恥 ・区 盲 、 ＼ ＼

施 肥 量 り軌 ／／10 a ）
糾　 種　 概　 要

N P ℡O I K 2 0

5 7

l 対　 照　　 区 6 ．0 ＋ 4 ．0 12．0 10 ．0 播 種 様 式 ：全 面 全 胸 播 く57 年 ）

2　 L P 40 日 20 ％ 区 10．0 12．0 10 ．0 雷 灸 績 306■ （5 8年 ）

3　 L P 7 0 E l 2 0 ％区 10．0 12．0 10．0 播 種 量 ：10吻 ／ 10 a （5 7年 ）

4　 L P 4 0 1］ 30 ％区 10 ．0 12 ，0 10 ．0 8吻 ／ 10 a （58 年 ）

S　 L P 70 日 川　 区 10 ．0 12 ．0 10．0 追 肥 日 ： 4／巧 く57 年 ）　も／13 （58 年 ）

58

6　 対　 照　　 区 も．0 ＋ 4 ．0 20 ，0 15 ．0

7　 L P 40 1］45 1 区 10 ．0 20 ．0 15 ．0

表3　区の構成及び耕種概要（大豆）

　　　　 項 目

年 次 ・恥 ・区 名

施 肥 貴 く吻 ／10 a ）
耕　 種　 概　 要

N P モ0 5 K 2 0

l 対　　　 照　　　 区 4 17 ．0 12 ．0 栽 植 密 度 ：7 5 （■ × 10 （1

2　 対 照 ＋ L P 7 0 日 10 川 l 区 4　十 3 17 ，0 12 ．0 播 種 日 ：レ 17

3　　　　　　　　　　 1 区 4　＋ 6 17 ．0 12 ．0 収 穫 目 ：ly 16

4　　　　　　　　　　 1 区 4 ＋ 9 17 ．0 12 ．0 全 量 元 肥

S　　　　　　　　　　 F 区 4　＋ 1 2 1 7．0 12．0

6　 L P 7 0 日 7 0 ％区 1 2 1 7．0 12．0

2）土壌条件　厚屠腐植質多湿黒ポク土（高梨統）

封供試品種　ナンプシロメ

3：結果及び考察

1日（その1）：表4に示すように越冬前の生育量は

140日タイプ単体のみを使用した場合．速効分が少ないた

め，対照区に比べ生育は劣った。40日タイプ45％配合区で

表4　生育調査結果

lも

越 冬 前 越 冬 後 成　 熟　 期 全 垂

（た針 ／10 a ）
草 丈 茎 数 草 丈 茎 数 梓 長 穂 長 穂 数

（甜 ） （本） （fn ） （本 ） 匝 ） （蕗） 本 ／爪

1 16 ．7 7 ．8 16 ．2 6 ．0 9 6 ．0 9 ．7 42 8 1，3 90

2 1 4．9 6 ．2 1 4 ．9 4 ．9 9 4 ．2 9 ．4 仙 0 1．4 95

3 13 ．5 2 ．9 13 ．1 1 ．7 8 4 ．5 9 ．3 6 1 2 1．4 7 5

4 11．9 2 ．9 1 1．8 1 ．5 7 9 ．8 9 ．3 6 0 4 1，3 30

5 9 ．2 1．3 10 ．6 2 ．5 9 6 ．3 10 ．0 4 3 4 1 ，12 5

6 1 3．5 1 ．8 12 ．7 2 ．3 99 ．2 10 ．1 4 2 3 1，2 3 5
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ではほぼ対照区と同様の生育量を確保した。図1に示すよ

うに，子実重は2か年ともLP区が高く．構成要素では穂

数との関係は明瞭ではなく，むしろ千拉垂に関係したと見

られる。また，溶出期間の長いタイプほど，その増加量が

多いことから，品種の違いがあるものの，十分後半まで肥

効が持続したと思われる。
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図1子実垂に対する穂数と千拉重の関係
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図2　子実垂に対する穂数と千位垂の関係

（その2）：場所は異なるものの，図2に示した結果

は前述と同様の傾向が見られる。収量的には溶出タイプと

配合割合で差が見られ，70日タイプより溶出期間の短い40

日タイプで増収し，配合割合は30％，45％が増収した。

以上の結果から，麦にLP入り肥料を使用すると，生育

後半まで肥効を持続させ，更に収量水準も窒素レベルが同

じ場合でも．LPの配合割合を変えることにより，同等又

はそれ以上を確保できる可能性があると思われる。

（2）恥2から恥6区は対照区にLPを上乗せし，その窒

素の肥効を見たものである。その結果，基肥窒素量を増し

ても倒伏など革姿の乱れのない生育を示し，図3に示すよ
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図4　乾物生産量の推移

うに，子実垂は対照区を全区で上回った。その構成要素を

見ると，稔実着英数の増加が著しく．一美平均拉致に変化

なく，百拉垂の低下度合も少ない。また図4で収穫期の乾

物生産量を見ると，LP区で茎垂と子美東の相関が高い。

このように，大豆にLP入り肥料を上乗せし，基肥窒素

量を増した結果．稔実着英数が増し，100粒垂の低下も少

なく，茎の太い草姿の強固な増収パターンを示した。

4　ま　　と　　め

畑作物のうち麦，大豆において，緩効性窒素のLP入り

肥料を使用することによって，生育後半まで施肥効率を高

めることができた。したがって，適期を把握しての追肥作

業の省力が可能と思われ，収量水準も従来狙　又はそれ以

上の確保ができると思われる。しかし，問題点も多く，有

効な施肥量，溶出状態の把握，経済性など今後検討が必要

である。
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